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議事要旨 

25 期委員長の所裕子委員を議長として、議事進行がなされた。 

１）委員紹介、委員長互選、役員の承認 

・所議長から新任の山下委員の紹介があり、山下委員から挨拶があった。 

  ・以下の通り役員を選出した。 

 委員長  所 裕子  （筑波大学大学院数理物質科学研究科） 

    副委員長 岸村 顕広 （九州大学大学院工学研究院） 

 幹事  山下 誠  （名古屋大学大学院工学研究科） 

２）議事要旨の提出に関する委員長一任について 

 議事要旨の提出に関するプロセスの確認がなされ、最終案については委員長に一任さ

れることが承認された。 

３）分科会委員間のメールアドレス共有について 

 分科会委員間のメールアドレスの共有について、各委員に承認された。 

４）第 26 期分科会の活動に関する意見交換 

配布資料 1-3 に沿って、所委員長から IUPAC の現体制、および、日本の現職役員の

就任状況について説明があり、今後の IUPAC の活動に NAO（National Adhering 

Organization）として、引き続き積極的かつ戦略的に関与していくことが確認された。 

５）その他 

 IUPAC が運営するジャーナル Pure and Applied Chemistry について意見交換があ

った。 
 
 

以上 


